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子育てに潜む心理的虐待の小さな芽に関する考察
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つものだよ」という言葉を聞いたことはよく
あるだろう。ウィニコットやアリス・ミラー
ほど格調は高くないが、我々親も同様の意味
のことを言ってきたのではないだろうか。
　子どもが隣のいい子と違い反抗的でどうし
てこんなになってしまったのだろうと悩むと
き、このアリス・ミラーのメッセージを思い
起こしてはいかがだろうか。慰め役からも遠
い、わが子と自分との関係に少し安心感を覚
えるかもしれない。
　親にも、病気や事件や家族問題に巻き込ま
れ、きちんと保護者をするゆとりも気力もな
くしてしまう日々がしばしばやってくる。子
どもから慰められ、労われ、そうした元気を
取り戻していけることも、長い子育て生活の
中では当然あるだろう。どこが虐待と違うの
か、それは、自分が今は子どもに負担をかけ
ている、そのことさえ忘れなければ、親の役
割に戻れるはずである。自己と他者に境界が
あるように、親子にも境界は必要である。自
分の失われた子ども時代をわが子から取り戻
すところで起きる役割の逆転と、ある時期の
親子の間の逆転や助け合いを混同して虐待と
考えて、暗く落ち込むことはないのである。
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